
シミュレータ向けの
無安定マルチバイブレーター
なので、信頼性を高める場合、
555などに置き換えのこと。
（ウィンカー切り替えてすぐに
　点灯するかどうかは、
　ここで決まる。）

電源5V
（レギュレータ省略）
電圧は
　ロジックICに合わせる

メイン（ヘッドライト）スイッチ

右ウィンカースイッチ

疑似ORと
ロジックの
誤動作防止
プルダウン抵抗

ハザードスイッチ

左ウィンカースイッチ

↓発振回路
　リセットor電源投入

↑発信信号
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↑車幅灯点灯

出力が大きいと
発振が止まるため
bufferで増幅

→右ウィンカー点灯

→左ウィンカー点灯

→発振信号 = ポジションライト点滅

ウィンカー部分省略
（各LEDと増幅回路必要）

右点灯 and 発振信号 = 右点滅

右点滅 OR 右点灯(車幅)

左点滅 OR 左点灯(車幅)

車幅灯状態演算

左点灯 and 発振信号 = 左点滅

buffer
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疑似OR

疑似OR

疑似OR

疑似OR

トランジスタ
　スイッチ

Circuit Viewer 2.6でシミュレートした
LEDウィンカーの回路（メインライト連動車幅灯付き）

疑似ORの部分、
そのままロジックORに
置き換え可能

疑似ORの部分、
そのままロジックORに
置き換え可能
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